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生駒市の公共交通の現状と課題について 

1. 生駒市の地域や交通の現状と課題（案） 

 

課題（案）地域や交通の現状

• 生駒駅を中心に東西に近鉄奈良線、北にけいはんな線、南に
近鉄生駒線が運行している

• コロナ禍前と比べて、近鉄奈良線と近鉄生駒線は10％弱利用
が減少しているが、けいはんな線はほぼ利用が回復しており、
生駒ケーブル線は10％以上利用が増加している

鉄道

鉄道も含めた全ての公共交通の利用促進が重要であ

り、担い手確保支援などが必要である。

市外や県外へ通勤・通学できるように、圏域内の拠

点駅への交通手段を確保する必要がある。

マイカーや送迎に頼らなくても自由にお出かけでき

る公共交通システムの確保が必要である。

移
動
に
関
す
る
課
題

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
課
題

生駒市が提供する公共交通サービスの評価指標（行

政負担割合７割）については、社会情勢や市民ニー

ズ、代替サービス等も考慮して、妥当性の検討を続

ける必要がある。

新たに開発を予定している地域では、公共交通利用

を前提としたまちづくりを推進する必要がある。

公共交通を生駒市が目指すまちづくりを支援するイ

ンフラとして機能させる必要がある。

自分たちの公共交通を維持するには、自分たちが乗

る・支えるという意識が今以上に必要である。

意
識
に
関
す
る
課
題

担い手不足や財政制約を踏まえ、鉄道からタクシー

まで、市内すべての移動資源を活用し、競合ではな

く補完する交通体系を構築する必要がある。

魅力ある地域づくりを支援する持続可能な交通施策が求められている

近年の路線バスの減便・廃線問題を受けて、関係者

が協働で利用促進の取組を進める必要がある。

圏域内の拠点駅や生活利便施設への移動に加え、文

化活動など多様な移動手段を確保する必要がある。

公共交通が不便な地域では、地域主体の交通の活用

も含め、多様な手段により改善を目指す必要がある。

• 団塊世代の定年退職等による昼間人口や75歳以上人口の増加

• 後期高齢者は鹿ノ台、真弓、萩の台、あすか野などに多い
（→昭和40～50年代に入居開始）

• 40～50歳代は微増、40歳未満は減少だが、10歳代は横ばい傾
向で、比較的若い世代が多い

• 高校生は、白庭台や上町台、美鹿の台に多い（→平成10年以
降に入居開始した地域に多い）

人口動態

• 谷筋に住宅地が形成されているため、住宅地内は坂道が多い

• 生駒駅や東生駒駅を中心としたコンパクトな都市構造になっ
ている

• 上位計画でもコンパクトプラスネットワークを目指している

• 生駒駅周辺のウォーカブル化を推進中、今後の主な開発は学
研高山地区第２工区や学研北生駒駅北地区、壱分北地域の大
規模開発が施工中

都市構造

• 通勤は公共交通利用が多いが、買物や通院などの市内移動は
自動車利用が多い

• 高齢者免許保有率は増えている一方、外出困難者も増えてい
る(若年層の外出困難者も多い)

• 通勤通学先は大半が大阪方面であり、買物等の自由目的（私
用）の移動先は市内が多い

• 買い物する店舗は地域によって異なっており、地域内の店舗
で買い物する人が多い

• 家族等の送迎について負担と感じている人は一定数存在する

日常生活の移動

• 新たな公共交通     について、現時点で早急に必要だとする
意向は10％未満だが、将来的に必要だと思う人はほぼ50％。

• 公共交通の維持・存続に向けては、公共交通を積極的に利用
したいと考えている人は40％以上を占めているが、利用促進
活動への参加意向は20％程度と消極的である

• 今後の生駒市の公共交通施策として優先すべきこと
①現在の公共交通サービスを維持する 53％
②運転免許証返納後のサポートを充実させる 50％
③駅周辺の駐車場・駐輪場の充実を図り鉄道への乗換を促進26％
④鉄道とバスの乗継割引を支援し鉄道とバスの乗換を促進26％

将来の生駒市の公共交通について（住民アンケート調査結果より）

• 生駒市の公共交通は、近鉄を幹として、路線バスやたけまる
号がそれを補完し（枝）、タクシーやグリスロが地域内交通
（葉）を担う交通体系で、ほぼ市内全域がカバーされている

• コロナ禍による利用者の減少及び運行経費の増加により、公
共交通網の維持が困難になってきている

• 運転手や整備士の高齢化が進んでおり、担い手不足が深刻化
している（→交通事業者は人材確保に対する取組の強化を望
んでいる）

• 交通事業者から、生駒市が実施している各種施策（生きいき
クーポンや燃料費等への補助）などへの継続や強化への期待
が大きい

公共交通全般

• 生駒駅や東生駒駅などを中心に、住宅地と鉄道駅を結ぶバス
路線が運行している

• 路線   全体ではコロナ禍前より10％以上利用が減少している

• 生駒      線と生駒台循環線の利用が顕著に減少している

• 市内路線収支は、令和4年度には約3千万の赤字だったが、令
和6年度には約1億円の赤字と年々悪化している

路線バス

• 公共交通の空白地・不便地に生駒市コミュニティバスたけま
る号を7路線運行している

• 運行継続の基準として、行政負担割合が7割を下回るという基
準を設けている

• 運行継続の基準を満たせなかった萩の台線では、運行日数を
週5日から3日に縮小した

•       制度により“乗る”以外の支援方法を導入している

たけまる号

• 市内に営業所を設置している法人タクシーは3社

• コロナ禍前と比べて30％以上利用が減少している

タクシー

自立的な
移動確保

駅アクセ
ス確保

生活活動
移動確保

まちづく
りと交通
の連携

移動資源
の活用

利用促進
担い手確
保

評価基準
の見直し

不便地の
移動確保

意識変革
意識向上

オール生
駒で協働
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2. 生駒市の地域の現状 

 都市構造や人口等 

2.1.1. 人口 

(1) 全体 

・ 本市の人口は、2015 年をピークに減少しています。今後は人口減少が進み、現在

から 10 年後の 2035 年には 10.8 万人、2050 年には 10 万人を下回ると推計されて

います。 

・ 年齢別でみると、近年は、生産年齢人口（15～64 歳）の減少が進む一方で、65 歳

以上の高齢者の人口が増加しています。今後は、生産年齢人口の減少や、高齢者の

増加が更に進むことが推計されています。 

・ 本市の昼間人口は徐々に増えてきており、令和 2 年度は 96,602 人です。高齢化が

進み、団塊世代が 75 歳を迎えた現在は、昼間人口は更に高いことが予想されます。 

 

 

図 2-1 人口及び人口増加率の推移と将来推計 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口 令和 5(2023)年推計」 

第 6 次生駒市総合計画第 2 期基本計画（R6.12） 

 

図 2-2 昼間人口の推移 

出典：国勢調査 
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図 2-3 年齢別人口の推移（4区分） 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口令和 5 年推計」 

※2025 年以降は将来推計人口 

 

 

図 2-4 年齢別人口の推移（10歳階級） 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口令和 5 年推計」 

※2025 年以降は将来推計人口 
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(2) 若年層 

 1) 15-19歳人口（高校生等） 

・ 高校生等（15～19 歳）の人口割合及び人口数の分布をみると、白庭台や上町台、

美鹿の台などの 1980 年以降に開発された比較的新しい住宅団地に多く居住して

います。 

 

  

図 2-5 15～19歳の人口割合の分布（R7） 

出典：【人口】国土数値情報（250m メッシュ別将来推計人口データ） 

【鉄道・路線バス・たけまる号】令和 7 年時点の路線網 

【中学校・高校】国土数値情報（学校データ） 

 

白庭台
上町台

美鹿の台

鉄道
路線バス
たけまる号

15～19歳人口割合

中学校・高校

住宅地名 入居開始年度
白庭台 昭和63年

美鹿の台 平成18年
上町台 平成21年
出典:平成27年「生駒市人口ビジョン」より推計
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図 2-6 15～19歳の人口数の分布（R7） 

出典：【鉄道・路線バス・たけまる号】令和 7 年時点の路線網 

【高校、大学、専修学校】国土数値情報（学校データ） 

【商業施設・医療施設・公共施設】令和 7 年度住民アンケート調査 

【人口】国土数値情報（250mメッシュ別将来推計人口データ） 
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公共施設

15-19歳人口

鉄道
路線バス
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1～20人
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60～80人未満

80人以上
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(3) 高齢層（後期高齢者） 

・ 75 歳以上の人口分布をみると、人口割合が高い地区は、鹿ノ台、真弓、あすか野、

萩の台、高山町、大門町等です。これらの地区の中には、商業施設や医療施設等が

近くに立地していないため、高齢者の買い物や通院において徒歩以外の移動手段

が必要な地区（高山町、真弓、大門町等）があります。 

・ 75 歳以上人口割合が高い地区のうち、特に 75 歳以上人口が増加している地区は、

鹿ノ台、真弓、あすか野、萩の台等であり、昭和 40～50 年代に入居を開始した計

画的市街地（ニュータウン）を中心に、高齢化が進んでいます。 

 

図 2-7 75歳以上の人口割合の分布（250mメッシュ） 

出典：【人口】国土数値情報（250m メッシュ別将来推計人口データ） 

【鉄道・路線バス・たけまる号】令和 7 年時点の路線網 

【高校、大学、専修学校】国土数値情報（学校データ） 

【商業施設・医療施設・公共施設】令和 7 年度住民アンケート調査 

鹿ノ台

高山町

あすか野

真弓

大門町

萩の台

高校、大学、専修学校
商業施設
医療施設
公共施設

75歳以上人口割合

鉄道
路線バス
たけまる号
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図 2-8 75歳以上の人口割合の分布（町字別） 

出典：【人口】住民基本台帳人口（令和 7 年 7 月末） 

【鉄道・路線バス・たけまる号】令和 7 年時点の路線網 

 

鉄道
路線バス
たけまる号

75歳以上人口割合
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図 2-9 75歳以上の人口増減数の分布（町字別） 

出典：【人口】住民基本台帳人口（令和 2 年 7 月末、令和 7年 7 月末） 

【鉄道・路線バス・たけまる号】令和 7 年時点の路線網 

 

鉄道
路線バス
たけまる号

75歳以上人口増減
（R7-R2）

75 歳以上人口の増加が多く、 
かつ 75 歳以上人口割合も 

高い地区 
（鹿ノ台、真弓、 

あすか野、萩の台） 
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図 2-10  地区別の 75歳以上人口割合と 75歳以上人口の増減数の関係 

出典：住民基本台帳人口（令和 2 年 7 月末、令和 7 年 7 月末） 
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2.1.2. 地勢・土地利用 

(1) 地勢 

・ 生駒市は、西に生駒山系の山々、中央に矢田丘陵が連なっており、急峻な地形とな

っています。 

・ これらの麓の南北に流れる竜田川と富雄川沿いの谷筋や、鉄道沿線を中心に、居

住地や市街地が形成されています。 

 

 

図 2-11 平均勾配 

出典：【勾配】国土数値情報（標高・傾斜度 5 次メッシュ） 

【鉄道・路線バス・たけまる号】令和 7 年時点の路線網 

  

鉄道
路線バス
たけまる号

平均勾配

生駒山系

矢田丘陵

竜田川

富雄川
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(2) 住宅地の開発状況 

・ 昭和 40年～60年代に入居を開始した住宅地が多く、萩の台やあすか野等の一部住

宅地は勾配がきつい場所に立地しています。 

・ 比較的新しい住宅地（入居開始年が平成 2年以降）は、西白庭台や上町台、美鹿の

台、翠光台です。 

 

 

図 2-12 主な住宅地の入居開始年 

出典：生駒市人口ビジョン、第 2 期生駒市空家等対策計画 

  

入居開始年

鉄道
路線バス
たけまる号

～S45

S46～S55

S56～S64

H2～

住宅地名 入居開始年
生駒台 昭和36年
東生駒1丁目 昭和43年
東生駒2～4丁目 昭和45年
松美台 昭和47年
真弓 昭和49年
真弓南 昭和49年
青山台 昭和49年
あすか野北 昭和50年
あすか野南 昭和50年
鹿ノ台 昭和52年
光陽台 昭和52年
さつき台 昭和56年
萩の台2～4丁目 昭和56年
喜里が丘 昭和57年
ひかりが丘 昭和58年
萩の台 昭和59年
白庭台 昭和63年
北大和 昭和64年
西白庭台 平成15年
美鹿の台 平成18年
上町台 平成21年
翠光台 平成24年
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 日常生活 

2.2.1. 自動車利用 

(1) 運転免許の保有 

・ 市内の免許保有者のうち 65 歳以上の高齢者が占める割合は、令和 7 年は約 26％

であり、平成 27 年と比べて、高齢ドライバーの割合が増加しています。 

 

 

図 2-13 生駒市内の高齢者の運転免許保有率 

（左：平成 27 年、右：令和 7年） 

出典：生駒警察署データ 

 

  

65歳未満

77.9%

65歳以上

22.1%

H27

免許保有者数

78,126人

65歳未満

73.8%

65歳以上

26.2%

R7

免許保有者数

75,907人
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2.2.2. 通勤・通学 

(1) 通勤・通学状況 

・ 通勤・通学は、市外や県外への通勤・通学が多く、特に大阪府への通勤・通学が多

くなっています（約 35％）。生駒市内での通勤・通学も全体の約 28％を占めてい

ます。 

 

 

図 2-14 平日の通勤通学のトリップ数（1000 トリップ以上のみ表示） 

出典：パーソントリップ調査（令和 3 年） 

 

  

京都府

生駒市

19,770

奈良市

6,144

6,205

1,552

1,647

大和
郡山市

1,942

1,334

大阪府
4,774

21,183 1,0000 ～

5,000 ～ 9,999

3,000 ～ 4,999

1,000 ～ 2,999

トリップ数
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表 2-1 通勤通学のトリップ数及び構成割合の一覧（1トリップ以上のみ表示） 

 

出典：パーソントリップ調査（令和 3 年） 

 

  

生駒市内
から移動

生駒市外
から移動

19,770 28.3%

19,936 9,607 10,329 28.6%

奈良市 12,349 6,144 6,205 17.7%

大和高田市 177 0 177 0.3%

大和郡山市 3,276 1,942 1,334 4.7%

天理市 564 303 261 0.8%

橿原市 197 0 197 0.3%

桜井市 138 0 138 0.2%

御所市 341 341 0 0.5%

香芝市 834 554 280 1.2%

葛城市 141 0 141 0.2%

生駒郡平群町 665 0 665 1.0%

生駒郡三郷町 130 0 130 0.2%

生駒郡斑鳩町 333 158 175 0.5%

生駒郡安堵町 202 0 202 0.3%

磯城郡田原本町 335 165 170 0.5%

北葛城郡広陵町 110 0 110 0.2%

北葛城郡河合町 144 0 144 0.2%

97 0 97 0.1%

京都府 3,742 1,647 2,095 5.4%

京都府下 2,556 1,004 1,552 3.7%

京都市 643 643 0 0.9%

24,329 21,183 3,146 34.8%

大阪府下 11,574 7,877 3,697 16.6%

堺市 14,028 12,951 1,077 20.1%

大阪市 355 355 0 0.5%

711 456 255 1.0%

兵庫県下 395 136 259 0.6%

神戸市 320 320 0 0.5%

148 148 0 0.2%

県外

滋賀県

大阪府

兵庫県

その他

発着地
トリップ総数

構成割合

生駒市 19,770

県内

奈良県全体
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(2) 通勤・通学手段 

・ 通勤・通学の交通手段について、生駒市在住者は、鉄道が約 56％と最も多く、次

いで自家用車、乗合バスが多くなっています。通勤・通学時間帯における最寄りの

鉄道駅への移動手段が必要となっています。 

・ 生駒市内から市外へ通勤・通学する方は、鉄道が約 71％と最も多く、次いで自家

用車、乗合バスが多くなっています。 

・ 生駒市外から市内へ通勤・通学する方は、自家用車が約 51％と最も多く、次いで

鉄道、乗合バスが多くなっています。 

 

 

 

 

図 2-15 通勤通学の手段割合 

（上：生駒市在住者、中：生駒市から生駒市外へ通勤通学、下：生駒市外から生駒市へ通勤通学） 

出典：国勢調査（令和 2 年）  

56.0%

31.2%

13.7%

5.8%

5.3%

3.7%

2.0%

1.2%

0.9%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

鉄道・電車

自家用車

乗合バス

徒歩のみ

自転車

オートバイ

不明

その他

勤め先・学校のバス

ハイヤー・タクシー

通勤通学の交通手段（生駒市在住者）

70.5%

28.4%

16.0%

3.9%

2.9%

1.2%

1.0%

0.3%

0.3%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

鉄道・電車

自家用車

乗合バス

自転車

オートバイ

その他

勤め先・学校のバス

不明

徒歩のみ

ハイヤー・タクシー

通勤通学の交通手段（生駒市から生駒市外へ通勤通学）

51.2%

40.8%

11.1%

7.9%

5.0%

1.2%

0.9%

0.7%

0.5%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自家用車

鉄道・電車

乗合バス

自転車

オートバイ

勤め先・学校のバス

その他

不明

徒歩のみ

ハイヤー・タクシー

通勤通学の交通手段（生駒市外から生駒市へ通勤通学）
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2.2.3. 自由目的 

(1) 自由目的の移動状況 

・ 自由目的（通勤・通学・業務以外の買い物等の私用）での移動は、生駒市内での移

動が大半を占めています（約 56％）。市外への移動は、近隣の奈良市、大阪府、京

都府が多くなっています。 

・ 市内での買い物先は、多くの地域で居住地の小学校区内等で買い物を済ませてい

ます。ただし、生駒北小学校区や、あすか野小学校区、生駒台小学校区、俵口小学

校区、生駒南小学校区、壱分小学校区、生駒南第二小学校区の住民は、隣接する校

区や生駒駅周辺まで買い物に出かけています。 

 

 

図 2-16 自由目的のトリップ数（1000トリップ以上のみ表示） 

※自由目的は買物、食事、レクリエーション等の生活関連のトリップ 

出典：パーソントリップ調査（令和 3 年） 

 

  

京都府

生駒市

42,189

奈良市

9,212

7,698

1,,717

2,095

大阪府
5,183

3,146 1,0000 ～

5,000 ～ 9,999

3,000 ～ 4,999

1,000 ～ 2,999

トリップ数
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表 2-2 自由目的のトリップ数及び構成割合の一覧（1トリップ以上のみ表示） 

 

※自由目的は買物、食事、レクリエーション等の生活関連のトリップ 

出典：パーソントリップ調査（令和 3 年） 

 

表 2-3 居住校区別の買い物先（週に 2～3回以上）の分布 

 

出典：令和 7 年度住民アンケート調査結果（生駒市）  

生駒市内
から移動

生駒市外
から移動

42,189 55.6%

20,398 8,891 11,507 26.9%

奈良市 16,910 7,698 9,212 22.3%

大和高田市 107 107 0 0.1%

大和郡山市 768 241 527 1.0%

橿原市 44 0 44 0.1%

香芝市 264 163 101 0.3%

山辺郡山添村 104 0 104 0.1%

生駒郡平群町 1,480 543 937 1.9%

生駒郡三郷町 107 0 107 0.1%

磯城郡川西町 15 15 0 0.0%

北葛城郡王寺町 356 59 297 0.5%

北葛城郡広陵町 15 0 15 0.0%

北葛城郡河合町 65 65 0 0.1%

吉野郡黒滝村 163 0 163 0.2%

733 322 411 1.0%

京都府 3,812 1,717 2,095 5.0%

京都府下 2,858 1,095 1,763 3.8%

京都市 954 622 332 1.3%

8,329 5,183 3,146 11.0%

大阪府下 5,362 3,689 1,673 7.1%

大阪市 2,967 1,494 1,473 3.9%

255 0 255 0.3%

兵庫県下 97 0 97 0.1%

神戸市 158 0 158 0.2%

210 0 210 0.3%

県外

滋賀県

大阪府

兵庫県

その他

発着地
トリップ総数

構成割合

生駒市 42,189

県内

奈良県全体

居住地域 居住校区名

生
駒
北

鹿
ノ
台

真
弓

あ
す
か
野

生
駒
台

俵
口

桜
ケ
丘

生
駒

生
駒
東

生
駒
南

壱
分

生
駒
南

第
二

生駒北小学校区 0.0% 1.3% 70.5% 10.3% 1.3% 1.3% 7.7% 0.0% 3.8% 2.6% 1.3% 0.0%

鹿ノ台小学校区 0.0% 82.1% 12.0% 0.0% 0.0% 0.9% 3.4% 0.9% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0%

真弓小学校区 0.0% 1.8% 78.3% 5.4% 0.6% 1.2% 6.6% 3.6% 1.8% 0.6% 0.0% 0.0%

あすか野小学校区 0.0% 0.6% 75.8% 5.6% 2.5% 0.6% 11.8% 1.2% 0.6% 1.2% 0.0% 0.0%

生駒台小学校区 0.0% 3.0% 17.9% 3.0% 27.8% 8.5% 27.8% 7.3% 1.7% 2.6% 0.4% 0.0%

俵口小学校区 0.0% 0.8% 2.3% 0.8% 4.7% 20.2% 44.0% 20.6% 4.3% 1.9% 0.4% 0.0%

桜ケ丘小学校区 0.0% 1.2% 1.2% 0.6% 7.4% 1.2% 43.8% 8.0% 34.6% 1.9% 0.0% 0.0%

生駒小学校区 0.0% 0.0% 0.7% 0.4% 1.4% 1.8% 40.4% 35.5% 16.7% 2.8% 0.4% 0.0%

生駒東小学校区 0.0% 0.4% 0.8% 0.4% 0.8% 0.4% 21.1% 5.3% 62.3% 3.6% 4.9% 0.0%

生駒南小学校区 0.0% 0.0% 2.2% 0.7% 0.7% 2.9% 15.9% 6.5% 37.0% 19.6% 14.5% 0.0%

壱分小学校区 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.5% 0.5% 15.3% 4.6% 53.6% 6.6% 17.9% 0.0%

生駒南第二小学校区 0.0% 0.0% 2.4% 0.0% 0.8% 0.0% 19.7% 8.7% 26.8% 29.9% 11.8% 0.0%

居住校区と同一校区への買い物 割合が20%以上の買い物先
※生駒台小学校区は北部地域と中部地域に跨っており
　本表では中部地域に分類した

買い物先校区（週に2～3回以上）
北部地域 中部地域 南部地域

居
住
校
区
名

北部地域

中部地域

南部地域
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(2) 自由目的の移動手段 

・ 市内での移動が多い買い物や通院、公共施設への移動については、車利用が半数以

上を占めています。 

 

図 2-17 移動目的別の移動手段割合 

出典：令和 7 年度住民アンケート調査結果（生駒市） 

 

  

17.4%

27.8%

43.6%

32.7%

39.6%

4.3% 2.3% 4.5% 2.6% 3.3%

37.9%

2.3%

55.3%

45.4%
51.5%

5.7%
10.5%

18.7%
14.5% 13.4%

56.8%

91.0%

10.8%

26.5%
20.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

通 勤 通 学 買い物

(週に2回以上)

通院

(月に1回以上)

公共施設

(月に1回以上)

徒歩・自転車 二輪 自動車

(自分で運転)

自動車

(送迎)

公共交通
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3. 公共交通の現状 

 公共交通全般 

3.1.1. 公共交通の運行状況 

・ 本市では、鉄道・ケーブル・路線バス・コミュニティバス「たけまる号」が運行し

ています。タクシーの営業所は 3社あります。 

・ 鉄道は、生駒駅を中心に、東西南北方向へ運行しています。 

・ 路線バス及びコミュニティバスは、生駒駅を中心に、団地（住宅地）と鉄道駅を結

ぶ系統が運行しています。谷筋の南北方向へ運行する路線が多いが、勾配の変化が

大きい東西方向の運行は一部地域に限られています。 

 

 

図 3-1 生駒市の公共交通の運行状況 

出典：令和 7 年時点の鉄道・バス、コミュニティバスの路線網 

鉄道

道路

路線バス

たけまる号
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3.1.2. 公共交通のカバー状況 

・ 駅やバス停のカバー圏域（300m圏※）は、市街化区域は概ねカバーしていますが、

市南部の一部地域（西菜畑町、東菜畑町、小平尾町等）では、一定の人口集積があ

るにも関わらず圏域に含まれていない地域があります。 

・ 前計画（令和 2 年）と比較すると、たけまる号の新規路線（鹿ノ台線、桜ケ丘線）

の運行が開始したことで、鹿ノ台や桜ケ丘が圏域に含まれ、カバー圏域が拡大して

います。 

※ 急峻な地形で坂道が多いことや高齢化率等を考慮し、駅及びバス停からの半径 

300mを徒歩圏とします。 

 

  

図 3-2 公共交通のカバー状況 

出典：令和 7 年時点の鉄道・バス、コミュニティバスの路線網、令和 2 年国勢調査 250mメッシュ人口  

鉄道：300ｍ圏
路線バス、たけまる号：300ｍ圏

人口総数
（R2国勢調査）

公共交通カバー圏域

公共交通がカバー
されていない地域 

前計画と比べて 
カバー圏域が拡大 
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 鉄道 

3.2.1. 利用状況 

・ 鉄道の 1 日あたり平均乗車人員は合計で約 48,300 人/日（令和 5 年度）の利用があ

ります。新型コロナウイルス感染症の影響で利用者が大きく減少した令和 2 年度

以降は増加傾向にありますが、平成 27 年度と比べると利用者が少ない状況です。 

・ 路線別では、奈良線（生駒駅含む）が約 28,900 人/日と最も多く（全体の約 52％）、

次いで生駒線（約 28％）、けいはんな線（約 18％）、生駒ケーブル（約 3％）と続

きます。いずれも路線全体と同様に、令和 2 年度以降は増加傾向にあります。また

平成 27 年度と比べて、けいはんな線と生駒ケーブルは微増しています。奈良線と

生駒線は減少していますが、コロナ前の 9 割程度まで利用者数が回復しています。 

 

図 3-3 鉄道の１日あたり輸送人員の推移 

出典：生駒市統計書（学研奈良登美ケ丘駅は奈良市の統計書より抜粋） 

 

 

図 3-4 １日あたり輸送人員の路線別構成割合の推移 

出典：生駒市統計書（学研奈良登美ケ丘駅は奈良市の統計書より抜粋）  
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 路線バス 

3.3.1. 運行状況 

・ 本市の路線バスは、駅と団地を結ぶ系統、南北方向の系統が多い点が特徴です。広

域的な公共交通である鉄道の最寄り駅や、市の中心部である生駒駅や東生駒駅へ

の移動手段として、重要な役割を担っています。 

 

 

図 3-5 路線バス・たけまる号の運行状況 

出典：バス事業者 HP（令和 7年 10 月時点）、数値地図 
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3.3.2. 利用状況 

・ 路線バスの 1 日あたり平均輸送人員は、系統合計で約 21,600 人/日（令和 5 年度）

の利用があります。新型コロナウイルス感染症の影響で利用者が大きく減少した

令和 2 年度以降は増加傾向にありますが、平成 27 年度と比べると利用者が少ない

状況です。 

・ 系統別では、生駒イトーピア線が 3,560 人/日と最も多く、西登美ケ丘真弓線やパ

ークヒルズ田原線、生駒台循環線も利用の多い系統です。 

 

 

図 3-6 路線バスの１日あたり輸送人員の推移 

出典：生駒市統計書 
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・ 系統別の利用者数をみると、生駒イトーピア線が 3,560 人/日と最も多く（約

16.5％）、西登美ケ丘真弓線（約 14.5％）やパークヒルズ田原線（約 13.5％）、生

駒台循環線（約 10.0％）も利用の多い系統です。 

・ 系統別の利用者数の増減数及び増減割合をみると、平成 27 年度から令和 5 年度に

かけて、ほぼ全ての系統で利用が減少しており、特に生駒台循環線、生駒ニュータ

ウン線は大きく減少しています。 

 

図 3-7 路線バス系統別の１日あたり輸送人員の推移 

出典：生駒市統計書 

 

 

図 3-8 路線バスの１日あたり輸送人員の系統別構成割合の推移 

※1％未満は数値非表示 

出典：生駒市統計書 
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図 3-9 路線バス系統別の１日あたり輸送人員の増減数と増減割合の関係 

出典：生駒市統計書 
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3.3.3. 運転手確保状況 

・ 路線バスの運転手及び整備士の人数をみると、減少傾向にあり、担い手不足が進ん

でいます。 

・ 年齢構成をみると、60 歳以上が 65％以上を占めて高齢化が進んでおり、今後更に

担い手が減少することが懸念されます。 

 

 

図 3-10 路線バスの運転手及び整備士の人数（北大和営業所） 

出典：交通事業者提供データ 

 

図 3-11 路線バスの運転手及び整備士の年齢構成（北大和営業所） 

出典：交通事業者提供データ 
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 コミュニティバス「たけまる号」 

3.4.1. 運行状況 

・ コミュニティバス「たけまる号」は、自動車を運転しない方でも日常生活に必要な

買い物や通院ができるように昼間時間帯を中心に運行し、市民の活動機会を確保

するための公共交通サービスの一つとして、重要な役割を担っています。また、運

行に必要な費用が運賃収入だけでは不足する場合、市の負担で補っています。 

・ 奈良交通と生駒交通により光陽台線、門前線、北新町線、西畑・有里線、萩の台線、

鹿ノ台線、桜ケ丘線の７路線が現在運行しています。そのうち地域内フィーダー系

統補助路線として、西畑線の 1路線があります。 

 

 

図 3-12 コミュニティバス「たけまる号」の路線図（令和 8年 4月時点） 

出典：生駒市 HP 
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3.4.2. 利用状況 

・ たけまる号の 1 日あたり平均輸送人員は、系統合計で 381 人/日（令和 5 年度）の

利用があります。令和元年度と令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で

利用者が大きく減少しましたが、令和 2 年度以降は増加傾向にあります。 

・ 系統別では、門前線が 129 人/日と最も利用が多く、次いで光陽台線が 116 人/日と

利用の多い系統です。門前線と光陽台線と萩の台線は、令和 2 年度以降は増加傾

向にありますが、西畑・有里線と北新町線は、大きく変化していません。 

 

 

 

図 3-13 たけまる号の１日あたり輸送人員の推移（上：合計、下：系統別） 

出典：生駒市地域公共交通活性化協議会 コミュニティバスの利用実績報告書 
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・ たけまる号全体の行政負担額は、増加傾向にあります。新規路線の開業だけでな

く、燃料費や人件費等の高騰、運転手不足などの地域公共交通を取り巻く状況の変

化も要因であると考えられます。 

・ 今後は、沿線地域の人口減少に伴う利用者数減少、燃料費・人件費等の更なる高騰

などによって、行政負担額の増加が懸念されます。 

 

 

図 3-14 たけまる号の行政負担額の推移 

出典：生駒市提供資料、生駒市統計書 

※令和 4 年度の委託費及び輸送人員は、鹿ノ台線の実証運行（令和 4 年 8 月～令和 5 年 3 月）も含む。 
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 タクシー 

・ 生駒市内に営業所を設置しているタクシー事業者は、飛鳥タクシー、生駒交通、奈

良近鉄タクシーの 3 社です。 

・ 生駒交通圏での利用状況をみると、平成 27 年度から減少傾向にある中で、令和 2

年度に新型コロナウイルス感染症の影響で利用者数が大きく減少しました。令和 2

年度以降は利用者数が横ばいであり、コロナ禍前の利用者数に戻っていません。令

和 6 年度の利用者数は、平成 27 年度と比べると約 56％減少しており、利用が大

きく減少しています。 

・ 市内のタクシー事業者の運転手及び整備士の人数をみると、近年は減少傾向にあ

り、担い手不足が進んでいます。また、年齢構成をみると、60 歳以上が 60％以上

を占めて高齢化が進んでおり、今後更に担い手が減少することが懸念されます。 

 

 

図 3-15 タクシー利用者数（生駒交通圏） 

出典：奈良運輸支局 

 

図 3-16 タクシー運転手及び整備士の人数（市内タクシー事業者の合計） 

出典：交通事業者提供データ 
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図 3-17 タクシー運転手及び整備士の年齢構成（市内タクシー事業者の合計） 

出典：交通事業者提供データ 
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